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平成29年４月号から、「全国における主要農産物の輸出入実績」、「関連指数」のページはなくなりました。
それぞれの情報につきましては、

【輸出入実績】
農林水産省ホームページ内「農林水産物輸出入統計」
http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/kokusai/index.html

【消費者物価指数】
全　国：総務省統計局ホームページ内「消費者物価指数月報」
http://www.stat.go.jp/data/cpi/
名古屋：愛知県県民生活部「名古屋市消費者物価指数」
http://www.pref.aichi.jp/soshiki/toukei/bukka.html

【農業物価指数】
農林水産省大臣官房統計部「農業物価統計調査」
http://www.maff.go.jp/j/tokei/kouhyou/noubukka/

【名古屋市小売価格】
総務省統計局「小売物価統計調査」
http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/GL08020101.do?_toGL08020101_

を御覧ください。





「あいち型植物工場環境制御ガイドライン（トマト、ナス、イチゴ）」を作成 

農業総合試験場

愛知県は、太陽光を利用した施設で、施設内の温度、湿度、二酸化炭素（CO ）を常時モ

ニタリングしながら環境を制御する「あいち型植物工場」の普及を進めています。農業総

合試験場では、愛知県経済農業協同組合連合会及びトヨタネ株式会社とトマト、ナス、イ

チゴについて、あいち型植物工場における高収益生産技術を開発するため、共同研究を行っ

ています。その成果を「あいち型植物工場環境制御ガイドライン（トマト、ナス、イチゴ）」

（2019 年３月公表）にまとめたので紹介します。 

１ ガイドラインの概要

（１）トマト 

2016 年に公表した「あいち型植物工場マニュアル

（トマト編）」に掲載した環境制御技術に加え、環境

制御下における栽培管理のポイントとして、①収量を

増加させるための養液組成（リン、カリウムの増肥及

びアンモニア態窒素施用の削減）、②CO 施用下での

摘葉管理（強摘葉を避け、葉面積を確保する）等を記

載しました。 

（２）ナス

 本県の主要品種である「千両」、「とげなし輝楽」

の栽培における環境制御のポイントとして、①CO 施

用方法（濃度 500～600ppm、日中施用）、②CO 施用下

における温度管理（高温管理により収穫果数が増加

し、肥大不良の果実である石ナス果の発生が減少）等

を記載しました。 

（３）イチゴ 

 高設栽培での試験結果を基に、環境制御のポイント

として、①イチゴの収量増加に効果的な CO 施用方法

（濃度 700ppm、日中施用）、②CO 施用下における温

度管理（最低温度８℃で加温、クラウン加温時は施設

の最低温度を５℃まで低下可能）等を記載しました。 

２ 関連資料

  ガイドラインでは、上記の主な栽培のポイントの

他、品目ごとに環境制御指針及び経営モデルをまとめ

ています。また、施設の環境制御に必要な機器・資材

の情報についても紹介しています。 

なお、ガイドラインは、県農業総合試験場 Web ページ（https://www.pref.aichi.jp/sos 

hiki/nososi/）の「研究の成果（技術情報）」から入手可能です。 

トマト摘葉試験の様子 

石ナス果(左)及び正常果(右) 

イチゴ栽培試験の様子 
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県内トップを切って新米出荷！ 

あいち米初出荷式が開催されました！ 

海部農林水産事務所

愛知県では、８月上旬から 10 月にかけて「あいちの新米」の収穫が続きます。 

早場米の産地である弥富市鍋田では、令和元年８月 10 日（土）に県内のトップを切って

今年の新米が出荷されました。 

１ 令和元年産あいち米初出荷式 

ＪＡあいち海部鍋田支店集出荷場で、ＪＡ

あいち海部、ＪＡあいち経済連の主催により、

あいち米の初出荷式が開催されました。初出

荷式には、管内の出荷関係者のほか、朝日県

議（弥富市）、中根農業水産局長などの県関

係者も臨席しました。 

一日検査員を委嘱されたミス弥富による

出荷米の検査、出席者によるテープカットな

どのセレモニーが行われた後、「あきたこま

ち」1,361 袋（1袋 30kg）を積んだトラック

が集出荷場から出発しました。出荷された米 

はすべて１等米で、翌日 11 日からＡコープを始めとした県内スーパーで販売されます。 

ＪＡあいち海部鍋田支店管内では､約 345ha の作付面積のうち早場米の「あきたこま

ち」と「コシヒカリ」が９割近くを占め、「あきたこまち」を皮切りに新米の収穫が始ま

ります。本年産の「あきたこまち」は、７月の長雨や低温の影響により生育はやや遅め

となりましたが、収量は平年並とみられ、品質は良好でした。 

２ 消費者交流会（新米試食会） 

初出荷式の式典後の会場では、地元消費者

や生協組合員などを招いた消費者交流会が

開催されました。 

化学合成農薬の使用回数の低減など、安

全･安心な生産に取り組み、「安心あいち米」

として売り出している県産米を味わっても

らおうと、夏休み中の子ども達や消費者に新

米のおにぎりが振る舞われました。また、県

が育成した小麦「きぬあかり」を製麺したき

しめんも提供され、参加者に喜ばれました。 

出発式でのテープカット 

消費者交流会の様子 
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ラグビーワールドカップ 2019in 愛知・豊田で地元の食をＰＲ 

豊田加茂農林水産事務所

 本県と豊田市が共催するラグビーワールドカップ 2019in 愛知・豊田の開催に合わせて、

豊田市駅前を中心に観戦客に向けた様々なおもてなしイベントが開催されます。 

その中で、豊田市内の飲食店や地元の製造業者が出店し、とよたの特産品販売等を行い、

地元の食をＰＲします。 

１ WELCOME とよたフェスタ（飲食ブース） 

  豊田スタジアムでの試合開催日に合わせて、

豊田の魅力を楽しんでもらうためのイベント

が開催されます。飲食ブースでは、五平餅や鮎

など、豊田市にちなんだ食材や料理を味わって

いただけます。

○場 所：豊田 GAZA 南広場（豊田市駅東側） 

○日時及び店舗数： 

①９月 23 日（月・祝）11 時～19 時 

９店舗 

②10 月 12 日（土）11 時～17 時 30 分 

11 店舗 

２ Beer ＆ Farm Toyota 

豊田市内の飲食店が出店して、食と飲み物で楽しい空間を作ります。 

 ○場 所：豊田 GAZA 南広場（豊田市駅東側） 

 ○日 程：９月 27 日（金）～10 月５日（土） 

 ○時 間：試合開催日（９月 28 日、10 月５日） 11 時～22 時 

        試合開催日以外 16 時～22 時 

 ○店舗数：各日８店舗 

３ まるごととよた展 

とよたの銘菓、地酒、農産物等の特産品販売

等を通じて豊田市の産業を体感していただけ

ます。 

○場 所：豊田参合館（１階及び２階） 

○日時及び店舗数： 

①９月 23 日（月・祝） 20 店舗 

②９月 28 日（土）   20 店舗 

③10 月５日（土）      19 店舗 

④10 月 12 日（土）   20 店舗 

   ※開催時間は全日 10 時～18 時 

WELCOME とよたフェスタ 

出展物例 

まるごととよた展 

商品例 
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愛知県産いちじくに求められている課題について

東京事務所行政課農産物プロモーショングループ

平成30年の東京都中央卸売市場へのいちじく総入荷量は約1,000ｔとなり、その内51％

（511ｔ）を愛知県産が占めています。時期別では、施設物が中心の７月まではほぼ独占

状態で、露地物に切り替わり競合産地が出回る８月中旬以降も約４割を占めます（図１）。

首都圏におけるいちじくの動向や産地に求められる課題などを紹介します。

１ どこで売ってるんですか？

首都圏でいちじくの話をすると、いちじくファンが多いことに驚きます。ＪＡあいち

経済連と外食チェーンが連携して、一昨年、昨年と２年続けて開催したいちじくフェア

では、いちじくパフェの販売数が王道のいちごパフェを上回り、異業種交流会などでは

「いちじく」を題材にした回は毎回人気となります。しかし、多くの場合、「いちじく

が好き」という言葉に続くのは「どこで売ってるの？」という問いです。「いちじくが

好きな人でも、どこで買えるかわからない、産地も知らない」というのが現状です。

２ 売場を大きくできない

首都圏でのいちじくの認知度や販

売環境は、愛知のそれとは異なりま

す。愛知と比べていちじくが一般的

でない理由としては、人口に対する

「流通量が少ない」ことが要因とし

て挙げられます（図２）。さらに加

えて、いちじくは入荷の増減の波が

激しく、量販店の「一度作った売場

を維持しづらく、大きくするとリス

クが高い」という判断から大きな売

場が確保できないことも問題だと思

われます。

図２ 首都圏、愛知のいちじく年間流通量と

１人あたりの消費量

図１ 東京都中央卸売市場におけるいちじく入荷状況および単価推移（平成30年）

首都圏（東京）

• 1,300万人

• 1,000㌧
• 77ｇ(１コ)/人

愛知（名古屋）

• 230万人

• 329㌧
• 143ｇ(２コ)/人

約半分のイ
メージ

みんながあと１コ食べると
需要は倍増 ♪
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３ ピークはいつ来るか、８月の出方は？

いちじくは、例年お盆前後を境に施設物

から露地物に切り替わり、入荷量が急増し

て最盛期を迎えます。この「８月の急増」

に対して、産地・市場は価格の下落を抑え、

店舗も売場を確保し、お互いに協調して特

売を仕掛けるなど需要喚起が行われます。

しかし「突然の欠品・増加」や「日単位

での大きな増減」、「作柄状況等の伝達不足」

などは、作り上げた販売環境を壊しかねま

せん。ここでの対応が、産地の信頼を高め、

いちじくの商品としての魅力を向上させ、

売場を拡大するカギとなります。

４ 安定出荷と出荷予測

これまでも産地は、消費地の要望に応えるべく新たな技術を導入し、品種を更新し、

時には選果体制なども変えながら、全国一のいちじく生産地を作ってきました。（表１）。

需要に伸びしろを感じる首都圏において、今後特に必要となるのは「安定出荷」と「出

荷（時期・量）予測」と思われます。

５ 精度の高い情報発信を

出荷量は天候等により左右されやすく、

販売や集出荷担当者だけによる予想は困難

です。産地の生産者、ＪＡ、普及指導員等

が協力して出荷予測を行い、それを持ち寄

り、積み上げ、適宜発信することが必要と

思われます。その年の予想が外れても、毎

年の蓄積で徐々に精度を上げることが重要

で、予測の精度が高まることで、他産地に

はない独自の強みや付加価値、信頼に繋が

ります（表２）。

昔からの課題ですが、安定出荷と精度の

高い出荷予測により販売環境の劇的な改善

が期待できるのがいちじくです。産地が思

う以上に、安定した供給・販売体制が待ち

望まれています。

市場の冷蔵庫に入荷されるいちじく

表１ 主な課題とこれまでに実施されてきた対策

【小売からの質問】

「いつから出る？何日(何週)から増える」

「生育は前進傾向？遅れ気味？」

「玉の肥大と着色は？」

「３日後、１週間後の出荷量は？」

「飛び節の発生状況は？」

・首都圏で答えられる情報が少ない

・どの産地も明確な答えを持たない

⇒だからこそ、独自の強みとなる

表２ 確かな情報が産地の強みに
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「かりもり」のほ場見学と漬け込み体験事業を実施しました 

園芸農産課

 「かりもり」は、長さ 20cm ほどのウリ科の果実で、「あいちの伝統野菜」に選定されて

います。歯切れの良い食感で、酒粕やしょうゆで漬け込んだ漬物に適しています。 

 愛知県は古くから野菜生産が盛んな地域であり、野菜を加工する漬物業も発展してきま

した。そこで、あいちの伝統野菜である「かりもり」を取り上げ、ほ場見学・漬け込み体

験を通して「学ぶ」、体験事業を実施しました。 

１ 体験事業の概要 

  農林水産省の「食料産業・６次産業化交付金」を活用し、愛知県内在住の方を対象に

参加者を募集したところ、30 名の応募がありました。参加者には今回の体験内容につい

て SNS 等での情報発信をお願いし、あいちの「かりもり」を広く PR していただきました。 

 開催日：令和元年７月 27 日（土） 

場 所：江南市、丹羽郡扶桑町 

内 容：「かりもり」ほ場の見学や漬け込み体験など 

２ 「かりもり」ほ場の見学 

江南市の生産ほ場の見学を

行いました。愛知北農業協同

組合が、「かりもり」栽培など

について説明し、参加者から

多くの質問が出されました。 

３ 漬け込み体験 

扶桑町にある漬物製造会社

の（株）扶桑守口食品へ移動

して、「かりもり」の白醤油漬

けや粕漬けの漬け込み体験を

行いました。家庭でもできる

簡単な方法であったため、「ぜ

ひ実践したい」との声があが

りました。 

体験後に実施したアンケートでは、「もっと野菜を食べようと思う」、「地元産のものを選

ぶ意識が高まった」などの回答がありました。 

 本県では、今回の体験事業の様子を紹介したパンフレットを作成し、「かりもり」を PR

していきます。 

「かりもり」ほ場見学の様子 

「かりもり」の漬け込み体験 
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愛知のふるさと食品コンテストを開催しました 

食育消費流通課

愛知県では、県産農林水産物を活用した加工食品（＝ふるさと食品）の新たな需要を掘

り起こし、農林水産物の生産振興に資することを目的として、「愛知のふるさと食品コンテ

スト」を毎年開催しています。 

本年度は、令和元年８月１日（木）に名古屋市西区のあいち産業科学技術総合センター

食品工業技術センターで開催しました。有識者、食品製造関係者、食品流通業者、一般消

費者及び県職員の９名により審査が行われ、株式会社 お亀堂の「ブラックサンダーあん

巻き」が最優秀賞に選定され、株式会社 坂角総本舖の「なごや天麩羅」、百年柿園ベル・

ファームの「百年のかけら 次郎柿チップス」が優秀賞に選定されました。 

１ 最優秀賞（愛知県知事賞）の概要 

  ブラックサンダーあん巻きは、地元豊橋に主力工場がある有楽製菓との地域活性化を

目指したコラボ商品で、生地は愛知県産の小麦粉「きぬあかり」と「もち姫」、餅粉、加

工デンプンをブレンドしたものです（表１）。審査員からは「皮とチョコレートのコラボ

がうまくいっている」、「食感が楽しい」などの講評がありました。この商品は、直営自

社店舗、豊橋キヨスク、東三河地域のスーパーで購入できますので、自分へのご褒美や

お土産にいかがでしょうか。 

今回、最優秀賞に選定されたブラックサンダーあん巻きは、一般財団法人食品産業セ

ンターが主催する全国のコンクールに愛知県代表として推薦されます。 

表１ ブラックサンダーあん巻きの概要 

名 称 ブラックサンダーあん巻き  

申請者 株式会社 お亀堂（豊橋市） 

発売開始日 2017 年 11 月１日 

価格（税別） 538 円/箱 

原材料 
卵、砂糖、ブラックサンダー、きぬあか

り、もち姫 

商品内容 

・地元豊橋に主力工場がある有楽製菓と

の地域活性化を目指したコラボ商品。 

・生地は愛知県産の小麦粉「きぬあかり」

と「もち姫」、餅粉、加工デンプンをブ

レンド。もっちりとした食感が味わえ

る。 

審査講評 

・皮とチョコレートのコラボがうまく

いっている。 

・食感が楽しい。 
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２ 優秀賞（愛知食品産業振興協会会長賞、農業水産局長賞）の概要 

  優秀賞の２点としては、なごや天麩羅が愛知食品産業振興協会会長賞に、百年のかけ

ら 次郎柿チップスが農業水産局長賞にそれぞれ選定されました（表２）。 

なごや天麩羅は、１枚のお煎餅の約８割に海老を使用した商品で、小麦粉を使用して

いないため、より海老の味が強調されています。海老の天ぷらをイメージした、新しい

名古屋土産を目指して、「なごや天麩羅」という名前が付けられています。新しい名古屋

土産になることが期待できそうです。 

百年のかけら 次郎柿チップスは、豊橋市で百年余り柿の生産を行っている「ベル・

ファーム」が開発した商品です。豊橋産の次郎柿を 100％使用して、減圧フライ製法に

より、香料・着色料無添加でサクサクとした食感と鮮やかな柿色が特徴のチップスです。

５月にオープンした「道の駅 とよはし」で購入することができます。軽くて常温保存

できますので、お土産にいかがでしょうか。 

表２ なごや天麩羅、百年のかけら 次郎柿チップスの概要 

賞 愛知食品産業振興協会会長賞 農業水産局長賞 

名 称 なごや天麩羅 百年のかけら 次郎柿チップス 

申請者 株式会社 坂角総本舖（東海市） 百年柿園ベル・ファーム（豊橋市）

製造開始日 2019 年３月 19 日 2018 年４月１日 

価 格 

（税別） 
463 円/箱 500 円/袋 

原材料 えび、でんぷん 
次郎柿、植物性油脂、麦芽糖、ビタ

ミンＥ 

商品内容 

・天然海老が約８割たっぷり入っ

た。さくっとした食感。 

・名古屋でしか買えない新名古屋

土産。 

・豊橋産次郎柿を 100%使用。 

・皮ごとスライスして低温減圧製法

で処理している。 

審査講評 
・えびの味が良く感じられる。 

・えびせんの旨さが出ている。 

・さくさくとした食感が良い 

・ほのかな甘みが良い。 
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愛 知 産 青 果 物 の 動 向

「青果物の見通し」及び「花きの見通し」ページにおいて使用する『変動の幅を
表す用語』につきましては、下記の基準で記載しております。

前年並 ：±１％台以下
わずか ：±２％台
や や ：±３～５％台
かなり ：±６～15％台
大 幅 ：±16％以上

○ 名古屋市中央卸売市場（品目：いちじく）

入 荷 量 卸売価格 前年の主な産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

３０年実績 ３４６ ３４６ ８４９ ８４９ －
(１００％) －

－
元年見通し ４００ － ８００ －

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

愛知からほぼ全量を入荷する。平年に比 本年は７月の長雨や８月の高温・干ばつに
べ生育が遅れているほか、高温・干ばつに より盆前後からここまでの入荷量が例年より
より肥大不足や日焼け果の発生が見られ、 減少している。９月も天候不順の影響や台風
８月の入荷量は少なかった。９月の見通し 被害で入荷が不安定となることも予想され、
は着果は多いものの、天候不順の影響が懸 生育状況や出荷予測などの綿密な情報交換を
念されるほか、中段では高温による果実の 引き続きお願いしたい。
萎れもみられ、入荷量の少なかった前年に
近い数量となる可能性もある。

入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。

○ 東京都中央卸売市場（品目：ぎんなん）

入 荷 量 卸 売 価 格 前年の主な他産地
(ｔ) うち愛知産 (円/kg) 愛知産 （上位３産地）

３０年実績 ３１６ ９５ １，５１４ １，８０９ 茨城（１２％）
(３０％) 福岡（１０％）

静岡（１０％）
元年見通し ３５０ － １，３５０ －

入荷量及び卸売価格の概要と見通し 卸売市場から産地への要望・提言等

愛知産の入荷は、８月下旬から始まり、 ぎんなんは秋の味覚として業務筋を中心に
９月から本格化、10月にピークを迎える。 人気が高い。愛知産は品質・選別ともに良好
本年の作柄は猛暑の影響が心配されるも、 で、今後も継続した取組をお願いしたい。
主要２品種である「久寿」は着果が多く、 ９月は高温、多湿の日が多く、カビの発生
「藤九郎」はやや少ない状況で、全体的に が懸念される。磨きのムラがカビの発生を助
は平年並と予想される。入荷量は台風被害 長するため、出荷に際しては選別や品質保持
により減少した前年を上回る見込みだが、 の徹底をお願いしたい。
今後の台風次第とみられる。

入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
値となった前年をかなり下回る見込み。
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名古屋・東京市場における青果物の９月の見通し

※グラフは白抜き箇所が見通しとなります。

８月１９日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 ３２，２６９ 230 240 238 北海道 42%
２７年 ３５，２０１ 249 264 251 長野 23%
２８年 ３４，５４６ 255 253 227 群馬 11%
２９年 ３５，３９８ 243 229 200 青森 5%
３０年 ３２，７０６ 265 262 242 茨城 4%

５ ヵ 年 平 均 ３４，０２４ － － －

元 年 見 通 し ３２，７００ － － －

２６年 １，９８３ 132 127 118 北海道 47%
２７年 ２，１７９ 114 116 113 青森 45%
２８年 １，７０４ 131 136 143 岐阜 6%
２９年 ２，００９ 97 121 89 長野 3%
３０年 １，９９７ 118 118 111

５ ヵ 年 平 均 １，９７４ 118 123 114

元 年 見 通 し １，９００ 110 110 110

２６年 ２，３６１ 128 127 117 北海道 99%
２７年 ２，１８２ 167 170 146 中国 1%
２８年 １，２６３ 282 388 342
２９年 ２，４１２ 84 91 92
３０年 １，７７３ 157 202 218

５ ヵ 年 平 均 １，９９８ 151 174 164

元 年 見 通 し ２，０００ 120 120 120

に

ん

じ

ん

１２３
１５９
３３６
８９

１９４

１６２

　北海道からほぼ全量を入荷する。北海道
は肥大不足による小玉傾向がみられる。ま
た、播種時期に突風により蒔き直しをした
地区もあり、中旬以降は入荷量が減少する
可能性もある。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 前年及び本年の

１１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道、青森を中心に入荷する。８月前
半は入荷減となったが、７月の潤沢な入荷
と天候不順による品質低下により、価格が
低迷した。これから増量していくが、気温
の低下で消費も増え、価格は回復するか。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
をわずかに下回る見込み。

　北海道を中心に長野などから入荷する。
７月の長雨や８月の高温で葉菜類などでは
入荷減を見込む品目もある。北海道の品目
は天候不順の影響を受けた前年より増量す
るが、全体では前年並の数量となるか。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
下回る見込み。

１２０  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

２４４

２２３
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

だ

い

こ

ん

１２４
１１２
１３３
９９

１１３

１１６

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野

菜

計

２３４
２５８
２４６
２２３
２５７
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注）

８月３０日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 １３３，８７０ 290 268 256 北海道 29%
２７年 １３３，４６８ 277 297 280 長野 17%
２８年 １３１，６１０ 261 270 279 群馬 15%
２９年 １３７，０２３ 261 249 212 青森 7%
３０年 １２１，２９９ 289 290 267 茨城 6%

５ ヵ 年 平 均 １３１，４５４ － － －

元 年 見 通 し １３１，０００ － － －

２６年 １２，９４５ 131 120 114 北海道 56%
２７年 １３，４８６ 111 110 110 青森 39%
２８年 １１，２１８ 131 133 136 岩手 3%
２９年 １１，７６８ 100 109 83 群馬 1%
３０年 １０，２０１ 126 114 108 栃木 1%

５ ヵ 年 平 均 １１，９２４ 120 117 110

元 年 見 通 し １１，５００ 100 100 100

２６年 ８，４５５ 116 117 109 北海道 95%
２７年 ７，８４７ 160 163 141 中国 4%
２８年 ６，３５９ 223 304 291 青森 1%
２９年 ８，６５７ 78 79 88
３０年 ６，１４８ 151 190 207

５ ヵ 年 平 均 ７，４９３ 140 162 158

元 年 見 通 し ７，２００ 100 80 90

「ねぎ」は「こねぎ」を含む。
「なす」は「長なす」と「べいなす」を含む。

　北海道、青森からの入荷が中心となる。
８月の高温による品質低下は気温の落ち着
きとともに解消に向かい、９月は安定した
入荷を見込む。生育、入荷ともに順調も秋
刀魚の不漁が引き合いへの懸念となるか。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。

　北海道からの入荷がほとんどを占める。
前年は７月の天候不順で入荷量を減らした
が、今年はやや生育遅れの産地が散見され
るものの、中旬以降は持ち直し安定入荷が
見込まれる。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は高
騰した前年を大幅に下回る見込み。

に

ん

じ

ん

１１４
１５５
２７１
８２

１８３

１５３

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

１００  入荷量・価格の動き

 入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

前年主要産地（％）

だ

い

こ

ん

１２２
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１３４
９７

１１５

１１５

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

野

菜

計

２７１
２８４
２７０
２４０

　北日本、関東周辺高冷地からの入荷とな
る。９月は遅れから回復した品目を中心に
潤沢な入荷が予想され平年作を見込むも、
台風で一変する可能性もある。前年が不作
だった北海道の土物類は豊作傾向。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。

 前年及び本年の

２６９

２５５
 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

２８２

９０
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８月１９日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 ２，０６１ 189 131 150 長野 97%
２７年 ２，１４１ 131 171 110 北海道 3%
２８年 ２，１９８ 83 103 94
２９年 ２，４７０ 120 123 90 0 0%
３０年 ２，４６８ 99 108 127

５ ヵ 年 平 均 ２，２６８ 123 126 114

元 年 見 通 し ２，２００ 100 100 100

２６年 ４，６３８ 126 135 145 群馬 67%
２７年 ４，３０４ 117 142 150 長野 20%
２８年 ４，４７２ 91 109 102 北海道 12%
２９年 ４，５７４ 95 106 92 茨城 1%
３０年 ４，８５１ 84 87 85

５ ヵ 年 平 均 ４，５６８ 102 115 114

元 年 見 通 し ４，３００ 96 96 96

２６年 １９３ 996 795 712 岐阜 82%
２７年 １７３ 845 952 843 茨城 6%
２８年 １４９ 980 923 834 長野 4%
２９年 １８７ 860 817 751 愛知 4%
３０年 １４５ 867 966 872 静岡 1%

５ ヵ 年 平 均 １６９ 910 884 796

元 年 見 通 し １５０ 900 850 800

７９７
８９２

８４９

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

９０２

 前年及び本年の

８５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　岐阜の飛騨地域を中心に入荷する。岐阜
は８月上旬の高温で播種が上手く行えず、
９月前半は少なめの入荷量となる見込み。
入荷が増加するのは下旬からとなるか。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をやや下回る見込み。

ほ

う

れ

ん

そ

う

８１７
８５９

は

く

さ

い

１４６
１３３
９１

１０７
１１３

１１７

１００

キ

ャ

ベ

ツ

１３２
１３４
９９
９７
８５

１０９

９６

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

　群馬を中心に長野、北海道などから入荷
する。群馬は６～７月の長雨と、その後の
高温・干ばつで盆前後の入荷量が平年より
大きく減少した。その後の入荷は増加傾向
で、９月はある程度回復してくるか。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をかなり上回る見込み。

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野を中心に入荷する。８月の高温によ
り、長野の生育状況は良くない。８月現在
の入荷物は小玉傾向だが、この傾向が９月
も続く見込みで、入荷量は順調な入荷と
なった前年や前々年を下回るか。
　入荷量と価格はともに前年をかなり下回
る見込み。

 前年及び本年の

 前年及び本年の
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８月３０日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 ９，３２１ 177 131 135 長野 90%
２７年 １０，６０１ 120 155 108 北海道 6%
２８年 １０，４９０ 76 103 91 群馬 4%
２９年 １０，７０１ 117 118 83
３０年 １０，８６９ 103 106 122

５ ヵ 年 平 均 １０，３９６ 117 122 107

元 年 見 通 し １０，０００ 100 100 100

２６年 １５，３３６ 131 140 151 群馬 78%
２７年 １５，７８４ 122 148 155 岩手 12%
２８年 １６，９３２ 84 106 100 長野 7%
２９年 １７，２５８ 91 104 84 北海道 1%
３０年 １６，８２７ 75 80 79 茨城 1%

５ ヵ 年 平 均 １６，４２７ 100 115 112

元 年 見 通 し １６，５００ 80 80 80

２６年 １，０３４ 964 717 597 群馬 40%
２７年 ９０９ 886 948 747 栃木 21%
２８年 ７４９ 1,109 833 832 茨城 15%
２９年 １，０２８ 872 658 584 岩手 8%
３０年 ７９０ 770 987 666 千葉 4%

５ ヵ 年 平 均 ９０２ 917 817 675

元 年 見 通 し ８５０ 750 750 750

　長野からの入荷が中心となる。主産地の
長野ではこれまでの日照不足、長雨により
肥大不良、病害発生が散見される。後半は
根張りが良いため幾分の回復が期待できる
も、今後の長雨や台風次第となる。
　入荷量と価格はともに前年をかなり下回
る見込み。

　群馬、岩手からの入荷が中心となる。群
馬の８月までの遅れは徐々に解消し、９月
には平年並に戻ると見込まれる。畑にもの
はあるものの、作業労力などの制限があり
平年並以上の入荷はないとみられる。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をわ
ずかに上回る見込み。

　群馬など関東高冷地と岩手、岐阜からの
入荷が中心となる。各産地ともこれまで高
温により入荷を減らしたが、今後は気温低
下とともに回復し、９月は一部で病害虫の
発生が懸念されるも十分な入荷を見込む。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。

９１７
６８１
７９８

７８５

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

７５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し
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産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

９３
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 前年及び本年のは

く
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い

１４６
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９１

１０３

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

１１１

１１５

１００

 入荷量・価格の動き

 前年及び本年の
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８月１９日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 １，０７８ 389 352 341 北海道 45%
２７年 ９１３ 409 493 450 長野 18%
２８年 ８５６ 382 402 443 秋田 7%
２９年 ９８９ 399 391 392 中国 6%
３０年 ７７３ 472 533 494 富山 5%

５ ヵ 年 平 均 ９２２ 408 428 418

元 年 見 通 し ９００ 370 370 370

２６年 ２，１２２ 319 303 269 長野 96%
２７年 １，９９８ 225 359 341 茨城 2%
２８年 ２，０８５ 248 223 236 愛知 1%
２９年 ２，２９７ 222 171 127
３０年 ２，３７１ 179 198 202

５ ヵ 年 平 均 ２，１７５ 237 247 231

元 年 見 通 し ２，３００ 180 180 180

２６年 １，２４５ 471 339 341 長野 31%
２７年 １，２６３ 473 452 347 北海道 24%
２８年 １，３８１ 335 329 404 群馬 17%
２９年 １，４１９ 373 307 258 山梨 13%
３０年 １，３００ 428 456 407 茨城 4%

５ ヵ 年 平 均 １，３２１ 413 375 350

元 年 見 通 し １，３００ 400 400 400

３５７
４４８
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３８０
４１５
３５１
３１０
４３１

 前年及び本年の

４００

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　夏秋作の長野や北海道、抑制作の群馬や
山梨を中心に入荷する。夏秋作は前進出荷
しており、入荷量が減少する時期は平年よ
り早いとみられる。抑制作は順調な入荷を
見込む。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
下回る見込み。

３７６

 前年及び本年の

１８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野を中心に入荷する。７月までは前年
に近い潤沢な入荷だったが、８月前半は長
雨と高温の影響で一時入荷量が減少した。
９月は高温障害で若干数量は減るが、台風
等の被害がなければ順調な入荷となるか。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
安値だった前年をかなり下回る見込み。

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　普通ねぎは北海道、白ねぎは長野と北海
道を中心に入荷する。北海道、長野はとも
に生育順調で、長雨や台風の被害を受けた
前年を上回る入荷を見込む。他産地も作柄
良好で平年に近い入荷量となるか。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。
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４１５  前年及び本年の

３７０  入荷量・価格の動き
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８月３０日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 ５，６６７ 330 304 279 青森 28%
２７年 ５，１６２ 400 482 426 秋田 20%
２８年 ４，７８８ 379 410 482 北海道 14%
２９年 ５，２４２ 380 375 377 茨城 7%
３０年 ４，４７９ 454 535 465 山形 7%

５ ヵ 年 平 均 ５，０６８ 386 416 400

元 年 見 通 し ４，８００ 350 360 400

２６年 ７，７６９ 367 322 250 長野 81%
２７年 ８，１９２ 236 389 334 群馬 11%
２８年 ９，６７４ 253 217 216 茨城 4%
２９年 ９，３９１ 245 173 124 岩手 2%
３０年 ８，３４５ 186 206 199 千葉 1%

５ ヵ 年 平 均 ８，６７４ 256 257 221

元 年 見 通 し ８，０００ 140 180 160

２６年 ７，０９６ 433 301 307 福島 29%
２７年 ６，８７６ 435 388 313 群馬 13%
２８年 ７，６２６ 287 297 369 岩手 13%
２９年 ７，７９０ 360 280 228 埼玉 11%
３０年 ６，７１９ 406 410 361 茨城 8%

５ ヵ 年 平 均 ７，２２１ 382 332 314

元 年 見 通 し ６，８００ 350 330 280

４２３

　青森、秋田、北海道、茨城からの入荷が
中心となる。青森は高温・干ばつの影響を
受け、遅れと細物傾向がみられる。他産地
は作付けを伸ばしており、生育状況も順調
であるため入荷は潤沢と見込まれる。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
値だった前年を大幅に下回る見込み。

３２０
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３７４
３１４
２８３

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

３４０

　東北から関東産地への移行時期となる。
東北産は成り疲れなどから量を減らすも、
後続の関東産が空いた穴を埋める。８月末
に品薄感から一旦は急騰するも、その後は
関東産の増加に伴い価格は下げに転じる。
　入荷量は前年並となり、価格は前年を大
幅に下回る見込み。
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 前年及び本年の

３７０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

 入荷量・価格の動き

１９７

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

　長野を中心に、群馬などからの入荷とな
る。両産地とも多雨による日照不足、低温
などで生育は遅延気味となっている。今後
は病害の発生も懸念され、入荷は少なめで
推移すると見込まれる。
　入荷量は前年をやや下回り、価格は前年
を大幅に下回る見込み。

 前年及び本年の
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８月１９日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 ７７７ 414 356 259 愛知 28%
２７年 ６８８ 345 420 410 山梨 19%
２８年 ７３４ 292 321 371 茨城 14%
２９年 ７５６ 340 374 292 徳島 14%
３０年 ５４９ 355 486 414 群馬 12%

５ ヵ 年 平 均 ７０１ 350 385 344

元 年 見 通 し ６００ 350 350 350

２６年 １，２１７ 405 445 606 岐阜 48%
２７年 １，２９０ 467 499 466 北海道 26%
２８年 １，５７８ 317 349 406 愛知 9%
２９年 １，２９０ 551 480 403 熊本 6%
３０年 １，１９５ 590 499 494 千葉 5%

５ ヵ 年 平 均 １，３１４ 458 449 470

元 年 見 通 し １，２００ 450 450 450

２６年 ３７５ 857 913 1,097 北海道 78%
２７年 ４３９ 899 1,168 1,008 長野 7%
２８年 ４６３ 616 659 868 茨城 6%
２９年 ５１３ 1,004 919 836 愛知 5%
３０年 ５７１ 1,022 875 855 岩手 2%

５ ヵ 年 平 均 ４７２ 889 903 920

元 年 見 通 し ５２０ 900 800 700

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年の

８００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道を中心に長野、愛知などから入荷
する。トマト同様に８月前半は前年の入荷
を大きく上回った。９月も順調な見通し
で、大きく増量した前年には及ばないが、
平年を上回る入荷を見込む。
　入荷量と価格はともに前年をかなり下回
る見込み。

ミ

ニ

ト

マ

ト

９３６
１，０２６

７００
９１６
９１９

８９８

 前年及び本年の

４５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　岐阜を中心に北海道、愛知などから入荷
する。８月前半は前年を上回る入荷で推移
したが、７月の曇雨天続きの影響で着花は
悪く、後半は減少した。９月は気温低下も
あるため、落ち着いた入荷となるか。
　入荷量は前年並で、価格は前年をかなり
下回る見込み。

ト

マ

ト
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４７７
３５０
４７４
５３０

４５３

 前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　愛知、山梨、徳島などから入荷する。前
年は９月の台風被害により入荷量が大きく
減少した。本年は長雨や高温・干ばつの影
響を受けているが、台風の被害がなければ
前年程の減少とはならないか。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をかなり下回る見込み。
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８月３０日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 ３，９１３ 393 378 303 群馬 30%
２７年 ３，２８０ 400 418 417 栃木 29%
２８年 ３，８６０ 328 330 498 茨城 22%
２９年 ４，０８４ 364 377 262 埼玉 5%
３０年 ３，２８１ 394 507 372 高知 2%

５ ヵ 年 平 均 ３，６８４ 374 398 367

元 年 見 通 し ３，３００ 340 360 350

２６年 ６，７１８ 374 406 568 北海道 19%
２７年 ６，６８０ 480 426 443 青森 17%
２８年 ８，５５６ 294 321 387 千葉 15%
２９年 ７，２３８ 518 426 359 福島 14%
３０年 ６，４７５ 516 499 481 茨城 8%

５ ヵ 年 平 均 ７，１３３ 430 410 443

元 年 見 通 し ７，０００ 300 350 400

２６年 １，６６４ 793 830 960 北海道 33%
２７年 １，６７４ 847 1,002 942 茨城 24%
２８年 ２，０１６ 545 606 773 青森 14%
２９年 ２，１０７ 963 873 700 千葉 7%
３０年 ２，０３７ 996 830 782 岩手 6%

５ ヵ 年 平 均 １，９００ 831 822 821

元 年 見 通 し ２，０００ 550 650 750

８２０

前年主要産地（％）　　　　区分
実績
と見通し

品
目
名

 前年及び本年の

 入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ミ

ニ

ト

マ

ト

８５６
９３０
６２９
８３５
８７３

６５０

 前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道、青森、千葉などからの入荷とな
る。東北各産地は８月の急増の反動で数量
を減らし価格は上向く。関東各産地は概ね
生育良好で数量も安定するか。全体的には
平年並の作柄になると見込まれる。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は高
騰した前年を大幅に下回る見込み。

ト
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ト

４３４
４４９
３２９
４２９
５００

４２３

 前年及び本年の

３５０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　群馬、栃木、茨城など関東産地からの入
荷が中心となる。７月の生育遅れ、８月の
回復による潤沢な入荷を経て、９月は落ち
着いた荷動きが予想される。各産地とも病
害虫が散見され、今後留意が必要。
　入荷量は前年並となり、価格は前年を大
幅に下回る見込み。

な

す

３６０
４１１
３６７
３３１
４２４

３７６

　北海道、茨城、青森からの入荷が中心と
なる。北海道は前進傾向。８月に価格を急
落させたピークは終息。９月前半に２回目
のピークを迎える。気温の低下と共に品質
も安定し平年並の入荷が見込まれる。
　入荷量は前年並となり、価格は回復しつ
つも前年を大幅に下回る見込み。

名古屋市中央卸売市場東 京 都中 央 卸 売 市 場
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８月１９日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 ４１９ 585 450 367 北海道 33%
２７年 ３７９ 499 601 534 茨城 28%
２８年 ４２８ 375 426 434 岩手 23%
２９年 ４３６ 460 463 393 青森 8%
３０年 ４１０ 567 526 523 長野 6%

５ ヵ 年 平 均 ４１４ 496 490 448

元 年 見 通 し ４３０ 430 430 430

２６年 ２，９０６ 122 110 88 北海道 95%
２７年 ３，２１４ 119 116 107 青森 4%
２８年 ２，７８３ 155 183 156 静岡 1%
２９年 ２，６００ 114 110 95 0 0%
３０年 ２，５７０ 127 127 114

５ ヵ 年 平 均 ２，８１５ 127 129 112

元 年 見 通 し ２，６００ 110 100 90

２６年 ４，９５１ 126 102 88 北海道 95%
２７年 ５，９８６ 104 92 81 兵庫 2%
２８年 ６，５７４ 152 127 96 愛知 2%
２９年 ５，５０８ 74 71 71
３０年 ５，０４４ 101 105 95

５ ヵ 年 平 均 ５，６１２ 113 100 86

元 年 見 通 し ５，６００ 75 75 75

前年主要産地（％）品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

 前年及び本年の

７５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道を中心に入荷する。北海道の前年
は天候不順等により数量がかなり減少した
が、本年は極早生、早生ともに豊作傾向。
９月の出回りは多くなるとみられ、価格は
低迷するか。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

た

ま

ね

ぎ

１００
８９

１１２
７１
９９

９５

 前年及び本年の

１００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道を中心に青森の残量も入荷する。
青森の残量は上旬に終了する見通し。北海
道は非常に豊作傾向で、台風による輸送の
乱れ等がなければ、潤沢な入荷を見込む。
価格は下落するか。
　入荷量は前年並で、価格は前年を大幅に
下回る見込み。

ば

れ

い

し

ょ

１０４
１１２
１６３
１０４
１２３

１２１

 前年及び本年の

４３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　北海道、岩手、茨城を中心に入荷する。
前年は北海道、岩手の夏秋作が天候不順で
入荷減となったが、本年は上旬まで安定し
た入荷となる見込み。茨城の秋作も増量し
た前年を下回るものの、平年より多い。
　入荷量は前年をやや上回り、価格は前年
をかなり下回る見込み。

ピ

ー

マ

ン

４５５
５１８
３８０
４０２
４８８

４４６

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場

0

200

400

600

800

0

300

600

900

1,200

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

単価

円/Kg
数量

t

月

0

50

100

150

200

250

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

単価

円/Kg
数量

t

月

0

20

40

60

80

100

120

140

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

単価

円/Kg
数量

t

月

18



８月３０日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 １，９７７ 616 381 302 茨城 39%
２７年 １，８７８ 443 556 452 岩手 39%
２８年 ２，２９４ 276 317 340 福島 12%
２９年 ２，２６６ 358 363 317 青森 8%
３０年 ２，１５６ 455 419 427 高知 1%

５ ヵ 年 平 均 ２，１１４ 423 402 366

元 年 見 通 し ２，２００ 345 315 315

２６年 ８，１１２ 127 119 104 北海道 96%
２７年 ８，２８６ 120 120 118 青森 2%
２８年 ７，４１０ 169 180 163 長崎 1%
２９年 ７，９４９ 119 105 100 茨城 1%
３０年 ６，３３０ 131 131 120

５ ヵ 年 平 均 ７，６１７ 133 130 120

元 年 見 通 し ８，０００ 110 110 80

２６年 １１，２９３ 126 106 92 北海道 88%
２７年 １１，８９７ 102 94 86 中国 6%
２８年 １１，１３３ 143 126 105 兵庫 5%
２９年 １０，６５１ 80 77 74
３０年 ９，４４０ 111 110 102

５ ヵ 年 平 均 １０，８８３ 113 102 92

元 年 見 通 し １１，０００ 85 85 85

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

 前年及び本年のた

ま

ね

ぎ

７７
１０８

１０３

８５  入荷量・価格の動き

 前年及び本年の

１００  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

１１０
９５

１２６

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

ば

れ

い

し

ょ

１１８
１１９
１７１
１０８
１２８

１２８

 前年及び本年の

３２５  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　茨城、岩手、福島などからの入荷とな
る。各産地とも８月の高温の影響を受けて
いたが、気温の低下とともに回復傾向。中
旬からは茨城もピークを迎え、全体的に潤
沢な入荷が見込まれる。
　入荷量は前年をわずかに上回り、価格は
高騰した前年を大幅に下回る見込み。

ピ

ー

マ

ン

４２５
４８４
３０９
３４５
４３４

３９５

　北海道からの入荷がほとんどを占める。
主力となる北海道では天候に恵まれ、収穫
作業が進む。前年は７月の天候不順により
不作となったが、本年は生育も順調で潤沢
な出回りが見込まれる。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

　北海道からの入荷が中心となる。北海道
は日照が多く、適度な雨により肥大が良く
豊作基調となる。現状では好天が続くと予
想されることから順次収穫が進み、安定し
た入荷が見込まれる。
　入荷量は前年を大幅に上回り、価格は前
年を大幅に下回る見込み。

名古屋市中央卸売市場東 京 都中 央 卸 売 市 場
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８月１９日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 １１，３６１ 355 357 333 長野 25%
２７年 ９，９６４ 406 350 365 フィリピン 12%
２８年 ９，３７７ 370 387 386 青森 10%
２９年 １０，００６ 402 414 389 三重 8%
３０年 ８，５２３ 468 426 414 熊本 8%

５ ヵ 年 平 均 ９，８４６ － － －

元 年 見 通 し ８，７００ － － －

２６年 １，２３５ 483 317 242 三重 46%
２７年 １，３３１ 501 286 250 熊本 22%
２８年 １，３４８ 483 321 282 宮崎 16%
２９年 １，１４１ 539 394 305 佐賀 6%
３０年 １，５２６ 416 331 268 愛知 4%

５ ヵ 年 平 均 １，３１６ 481 328 269

元 年 見 通 し １，３００ 450 330 300

２６年 ２，４９４ 302 283 271 長野 68%
２７年 １，８６０ 321 286 319 新潟 8%
２８年 １，９１１ 275 288 327 愛知 6%
２９年 ２，２２４ 313 296 291 富山 5%
３０年 １，５１６ 330 329 338 秋田 4%

５ ヵ 年 平 均 ２，００１ 307 294 305

元 年 見 通 し １，７００ 340 320 300

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

果

実

計

３４６
３７１
３８１
３９９
４３１

３８３  前年及び本年の

４１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　ぶどう、なし、りんご、みかんを中心に
入荷する。ぶどうは前年よりやや増量する
見通しだが、シャインマスカットが入荷増
の一方、黒系は面積減もあり減少するか。
りんごは概ね前年並の入荷を見込む。
　入荷量は前年をわずかに下回り、価格は
前年をやや下回る見込み。

み

か

ん

３００
２８９
３１６
３４７
３１２

３１２  前年及び本年の

３３０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　三重を中心に、熊本、宮崎などから入荷
する。佐賀、愛知のハウスみかんは中下旬
頃に終了予定。三重の極早生みかんは前年
よりやや遅れており、階級はＭ、Ｓ中心と
なる見込み。
　入荷量は前年をかなり下回り、価格は前
年をやや上回る見込み。

な

し

２８４
３０６
２９１
３００
３３０

３００  前年及び本年の

３２０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　長野を中心に新潟、愛知などから入荷す
る。前年は入荷の前倒しにより、９月入荷
が少なかった。本年は29年に近い動きで、
長野の幸水は中旬頃までの入荷となり、豊
水は中旬にピークを迎える見通し。
　入荷量は前年をかなり上回り、価格は前
年をやや下回る見込み。

名古屋市中央卸売市場名古屋市中央卸売市場

注：前年の３、５月、本年の４～５月は入荷なしにつき単価を0円/kgで表記
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８月３０日 現在 単位：入荷量＝トン、卸売価格＝円／kg

入　荷　量 卸　売　価　格

上　旬 中　旬 下　旬

２６年 ４０，５０２ 352 336 307 青森 11%
２７年 ３７，４５０ 373 345 331 長野 9%
２８年 ３６，６５０ 368 368 367 栃木 9%
２９年 ３７，３８４ 394 395 366 茨城 8%
３０年 ３３，７４０ 444 431 414 福島 7%

５ ヵ 年 平 均 ３７，１４５ － － －

元 年 見 通 し ３３，８００ － － －

２６年 ３，４７９ 587 275 215 宮崎 39%
２７年 ３，２２８ 465 264 229 熊本 25%
２８年 ３，３９０ 498 286 253 佐賀 18%
２９年 ２，８２４ 688 347 261 愛媛 6%
３０年 ３，３１１ 416 311 268 静岡 3%

５ ヵ 年 平 均 ３，２４６ 527 295 245

元 年 見 通 し ３，３００ 420 300 210

２６年 １１，５７６ 287 243 223 栃木 31%
２７年 １０，３１８ 270 233 233 福島 20%
２８年 １０，３８８ 254 264 270 茨城 18%
２９年 １１，４６２ 281 261 239 千葉 15%
３０年 ９，９３８ 298 273 264 長野 5%

５ ヵ 年 平 均 １０，７３６ 278 255 245

元 年 見 通 し １０，０００ 290 280 270

 前年及び本年の

２８０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　幸水が９月上旬で終了する一方、豊水が
徐々に出そろい９月末までの販売となる。
豊水は茨城や新潟では大玉傾向、福島では
小玉傾向と産地によってばらつきがある。
また、月末からは新高が入荷予定。
　入荷量、価格はともに前年並の見込み。

な

し

２５２
２４７
２６２
２６０
２８０

２６０

 前年及び本年の

３１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

　露地の極早生みかんは沖縄がすでに始ま
り、９月上旬に切り上がる見込みで、その
後九州産地が続く。秋分の日頃からは佐賀
産も入荷する予定。宮崎は台風の影響で、
擦れ果が若干多いか。
　入荷量、価格はともに前年並の見込み。

み

か

ん

２６３
２６９
２９２
３１８
３１１

２９０

３７０  前年及び本年の

４１０  入荷量・価格の動き

産地状況と
入荷量及び卸売価格の概況見通し

  なし、りんご、みかん、ぶどうなどが入
荷する。りんごは生育順調で量的に不足は
ない。ぶどうは山梨のシャインマスカット
が面積増。柿も生育順調で平年並の入荷を
見込む。
　入荷量は前年並となり、価格は前年をや
や下回る見込み。

品
目
名

　　　　区分
実績
と見通し

前年主要産地（％）

果

実

計

３３１
３４９
３６７
３８４
４３０

名古屋市中央卸売市場東 京 都中 央 卸 売 市 場

注：平成30年５月,平成31年４月,令和元年と５月は入荷なし
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切　花　・　鉢　花　の　８　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　８月３１日現在）

２６年 ２，２３８ ５５
実 ２７年 ２，１００ ５８

２８年 ２，３０２ ５２
績 ２９年 ２，２１４ ５１

３０年 １，７０２ ６２

２，１１１ ５５

２，０００ ５５

概

要

２６年 ２，２０３ ３５
実 ２７年 ２，１００ ４０

２８年 １，８４７ ３３
績 ２９年 ２，００６ ２８

３０年 １，５９９ ３８

１，９５１ ３５

１，８００ ３５

概

要

２６年 １，２２４ ５０
実 ２７年 １，２５０ ５０

２８年 １，２４０ ４１
績 ２９年 １，１６４ ４４

３０年 １，２５９ ４０

１，２２７ ４５

１，２００ ４５

概

要

２６年 ９８ １６８
実 ２７年 １００ １５０

２８年 １４４ ８４
績 ２９年 ９８ １５７

３０年 ９６ １３４

１０７ １３４

１００ １４０

概

要

元年見通し

　長野、福島から入荷する。天候次第ではあるが、大きな山がなく、やや少ない見込み。
業務需要も活発になってくる季節で、一般需要も見込め、相場は高め。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　愛知、長野、岩手、埼玉、奈良から入荷する。天候不順の影響で産地により生育にバラ
ツキが出ている。上旬はやや少なめに推移し、中旬には彼岸需要も見込め、堅調な動きに
なると思われる。

５ヶ年平均

元年見通し

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

か

す

み

そ

う

　長野、北海道を中心に入荷する。出荷が８月に集中したため、９月は全体的に少なめ。
また令和元年ということで、ブライダル需要が前年よりもあり、相場も堅調と思われる。
スプレーは特に少ない。

５ヶ年平均

小

ぎ

く

品
目

輪

ぎ

く 　愛知、長野、三重などから入荷する。生育順調で概ね平年に近い入荷が見込まれる。中
旬からは彼岸需要の引き合いで、動きも活発になってくる。

　　　　　区分
実績等

５ヶ年平均

元年見通し

５ヶ年平均

元年見通し

単位：千本、円／本
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２６年 ３６７ １９１
実 ２７年 ３８０ １８０

２８年 ３７５ １５２
績 ２９年 ３３２ １７７

３０年 ２８９ １８４

３４９ １７７

２９０ １８０

概

要

２６年 ５８４ ７５
実 ２７年 ５６０ ７０

２８年 ５２４ ６８
績 ２９年 ４８３ ７１

３０年 ４１０ ８９

５１２ ７４

４５０ ７５

概

要

２６年 ８３１ ７５
実 ２７年 ８６０ ５０

２８年 ７５４ ７３
績 ２９年 ７５７ ６８

３０年 ５５５ ６６

７５１ ６６

６５０ ６６

概

要

２６年 １，５９５ ４７
実 ２７年 １，７００ ４５

２８年 １，５１５ ４８
績 ２９年 １，５５５ ４８

３０年 １，３４６ ５１

１，５４２ ４７

１，４００ ５０

概

要

元年見通し

　愛知、三重、岐阜、和歌山、長野、山形などから入荷する。高齢化も進み、担い手問題
から山取りの枝物、季節商材は需要に対応できなく、不安定な動きとなる。

品
目

　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

元年見通し

　愛知、鹿児島、静岡などの国内物に加え、輸入物が入荷する。輸入、特にタイ産のデン
ファレはソニアだけでなく、アンナも増える。単価も安値が出やすくなる見込み。

ば

ら

５ヶ年平均

元年見通し

　愛知、岐阜、三重などから入荷する。高冷地、準高冷地も入荷があり、産地が揃い踏み
する。敬老やお彼岸とイベントもあり、堅調な引き合いが期待される。

ゆ

り

５ヶ年平均

元年見通し

　オリエンタルは新潟、北海道、岐阜、埼玉などから入荷する。全体的に少ない出荷とな
る見込み。現状さほど高くない相場からようやく上昇するか。ＬＡは埼玉、新潟から入荷
する。生育は順調で数量も前年並を見込む。鉄砲は兵庫、愛媛から入荷する。年々９月出
荷は減少してきている。彼岸の需要もあり、相場はやや高めが見込まれる。

枝

も

の

５ヶ年平均

洋

ら

ん

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　８月２２日現在）

２６年 ２４，０９５ ７７３

実 ２７年 １９，５６０ ７９８

２８年 ２１，８１５ ７８４

績 ２９年 ２０，０６３ ８３０

３０年 １９，９４３ ８４５

２１，０９５ ８０４

１９，０００ ８４２

概

要

２６年 ５，５１２ ６３８

実 ２７年 ４，３２１ ６５９

２８年 ４，３０７ ６１３

績 ２９年 ２，５６６ ７３５

３０年 ２，９６９ ５５６

３，９３５ ６３８

２，８００ ５５４

概

要

２６年 １０，８０８ ７５０

実 ２７年 ５，９７８ ７７５

２８年 ６，８０６ ６８８

績 ２９年 ５，６４０ ９０５

３０年 ５，８１０ ８９６

７，００８ ７９１

５，８００ ８９７

概

要

オ

ン

シ

ジ

ウ

ム

品
目

ド

ラ

セ

ナ

類 　入荷量はやや減少するか。中鉢の７～８号中心の入荷となり、10号や５号未満の入荷は
減る見込み。
　前年９月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（63.6％）、２位鹿児
島（11.5％）、３位沖縄（8.2％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヶ年平均

元年見通し

５ヶ年平均

元年見通し

ア

ン

ス

リ

ウ

ム

　入荷量は前年並か。作付けに大きな変更はないため、９月の入荷量は前年と同様の見込
み。サイズは８号が品薄で、10号、６号、４号主体での入荷が予想される。色別では赤・
ピンクが中心と思われる。
　前年９月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（91.5％）、２位長崎
（6.1％）、３位高知（0.7％）となっている。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　入荷量は前年よりやや減少するか。単価の低迷、高齢化や後継者不足が進み、生産量が
減っている。販売店での開花スピード、花持ちを予測して固めでの出荷をお願いしたい。
仕立ては直立のみだと評価が出にくい状況になっている。アーチ仕立てなどで商品のバリ
エーションを増やしていただきたい。
　前年９月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（50.6％）、２位長崎
（20.5％）、３位熊本（14.7％）となっている。

５ヶ年平均

元年見通し

単位：鉢、円／鉢
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２６年 ３８，６２０ ３９６

実 ２７年 ２９，９３５ ４２４

２８年 ２９，３０３ ４３８

績 ２９年 ２６，２２５ ４２２

３０年 ２１，０９３ ４１５

２９，０３５ ４１８

２２，０００ ４０９

概

要

２６年 １４９，１５９ １４７

実 ２７年 １６０，３１５ １４８

２８年 １６９，８３３ １４３

績 ２９年 １４５，６８９ １５５

３０年 １１６，６０５ １５８

１４８，３２０ １５０

１２０，０００ １５３

概

要

２６年 ６４，０２３ １９３

実 ２７年 ５３，０３８ １９５

２８年 ６０，９０７ １８８

績 ２９年 ４８，４０５ １９５

３０年 ３６，２９５ ２０５

５２，５３４ １９４

３７，０００ ２００

概

要

シ

ャ

コ

バ

サ

ボ

テ

ン

５ヶ年平均

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量

カ

ラ

ン

コ

エ

５ヶ年平均

シ

ク

ラ

メ

ン

前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヶ年平均

元年見通し

 入荷量は前年よりわずかに増加するか。今年は梅雨が長いため、３号のガーデンシクラメ
ンは例年に比べ前進傾向。早い産地では盆明けもしくは８月末から出荷が始まる見込み。
気候次第だが９月上旬頃は販売が厳しいか。４号以上の商品は９月中下旬頃から安定した
出荷となる見込み。
　前年９月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位長野（59.1％）、２位愛知
（24.3％）、３位その他（13.6％）となっている。

元年見通し

　入荷量は前年より増加するか。前年は猛暑の影響で花飛びがあり、関東産中心に出荷量
が減少したが、今年は７月に曇天が続いたこともあり順調な仕上がり。８月はほぼ埼玉の
山上げ物のみだが、９月からは愛知のクーラー物の出荷が始まる。暑さの影響もあり今年
も本格的な需要は９月以降の見込み。価格面では、3.5～5.5号までの引き合いが強いが、
６号以上は苦戦する見込み。
　前年９月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（44.1％）、２位埼玉
（43.0％）、３位茨城（11.7％）となっている。

卸売価格

元年見通し

　入荷量は前年並か。盆明けより埼玉の山上げ物の出荷が始まり、敬老の日に向けて徐々
に増える。前年は猛暑の影響で開花が遅れたが、今年は概ね順調。若干高温障害が出てい
る。価格面では山上げ物の3.5号ポット、５～６号の八重咲きが比較的安定。岐阜県が主と
なる2.5号、４号は厳しいと予想される。
　前年９月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位埼玉（61.2％）、２位岐阜
（22.9％）、３位茨城（13.6％）となっている。

単位：鉢、円／鉢

0

400

800

1200

1600

2000

0

10

20

30

40

50

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

単価

円/鉢

数量

千鉢

月

0

200

400

600

800

1000

0

200

400

600

800

1000

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

単価

円/鉢

数量

千鉢

月

0

100

200

300

0

50

100

150

10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9

単価

円/鉢
数量

千鉢

月

25
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農業水産局農政部食育消費流通課 
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名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話 （０５２）９５４－６４３４   

いいともあいち運動って知ってる？？ 

○ 県内の消費者と生産者が今まで以上にいい友
・ ・ ・

関係になる 

○ Eat more Aichi products（イート モア アイチ プロダクツ） 

＝もっと愛知県産品を食べよう（利用しよう） 

愛知県の農林水産業の振興や農山漁村の活性化を通じて県民全体の暮ら

しの向上を図るため、県民の方々に「愛知県農林水産業の応援団」になっ

てもらい、消費者と生産者が一緒になって愛知県の農林水産業を支えてい

こうという「運動」です。 

県民の方々に愛知県産農林水産物をもっと利用していただきたいとい

う、「愛知県版地産地消の取組」でもあります。 


